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Doctor's
eye

ド
イ
ツ
留
学
記

～
ハ
ン
ブ
ル
ク
・
エ
ッ
ペ
ン
ド
ル
フ
大
学

外
科
留
学
時
代
の
手
記
よ
り
～

手
記
よ
り

　
　
　
　

２
０
０
４
年
秋
〜

　
　
　
　
　

  　
　

２
０
０
６
年
春

　　　
「
私
の
感
じ
た
ド
イ
ツ
人
気
質
に

つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
人
は
、
さ
ぞ
か
し
無
口
で

会
話
の
少
な
い
厳
格
な
人
々
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
よ
く

喋
り
ま
す
。
昼
食
な
ど
を
共
に
し

て
い
て
も
、
始
終
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
加
え
、
ず
っ
と
喋
っ
て
は
食

べ
、
食
べ
て
は
喋
り
と
い
っ
た
具

合
で
す
。
ま
た
、
食
事
の
マ
ナ
ー

は
さ
す
が
に
し
っ
か
り
し
て
い
ま

す
。
皆
、
美
し
く
食
べ
て
、
残
さ

ず
た
い
ら
げ
ま
す
。（
し
か
し
、

外
科
医
は
万
国
共
通
、
食
事
を
終

え
る
ス
ピ
ー
ド
は
早
い
。）
私
も

時
々
、
英
語
で
会
話
の
内
容
を
確

認
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
会

話
だ
け
聞
い
て
い
れ
ば
内
容
が
よ

く
分
か
ら
ず
と
も
結
構
楽
し
い
も

の
で
す"G

enau, genau."

（
ゲ

ナ
ウ
、
ゲ
ナ
ウ
）（
そ
の
と
お
り
、

そ
の
と
お
り
、
鹿
児
島
弁
で
い
う

と
”じ
ゃ
っ
ど
、
じ
ゃ
っ
ど
“
と

い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
・
・
・
）　

"G
anz G

enau."

（
ガ
ン
ツ
ゲ
ナ

ウ
）（
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
）、

"A
h so." 

（
ア
、
ゾ
ウ
）（
あ
、
そ

う
）
を
よ
く
使
っ
て
お
り
、
ま
た

時
々
、
知
っ
て
い
る
単
語
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
今
は
何
を
喋
っ
て

い
る
か
一
生
懸
命
聞
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
ド
イ
ツ
語
も
今
後
、

本
格
的
に
学
ぼ
う
と
思
っ
て
い
る

院長補佐兼外科部長

Kuniaki Aridome
有留 邦明

意
外
だ
っ
た
ド
イ
ツ
人
気
質

　

前
号
で
は
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
局
か
ら
出
版
さ
れ
た
「O

esophagus 
and S

tom
ach

（
食
道
と
胃
）
」
の
執
筆
に
至
っ
た
経
緯
や
、
ド
イ
ツ
留
学
時
代
の
一
コ

マ
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。
今
回
も
当
時
の
手
記
を
中
心
に
、
留
学
時
代
へ
い
ざ
タ
イ
ム

ト
ラ
ベ
ル
！
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時
点
で
「
基
礎
学
校
」「
実
技
学
校
」

「
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
」
の
選
択
を
行
う

3
分
岐
型
学
校
制
度
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。
３
歳
よ
り
幼
稚
園
に
入

学（
私
の
長
男
も
入
学
し
ま
し
た
）、

6
歳
に
な
る
と
「
基
礎
学
校
（
小

学
校
）」
に
入
学
し
、
1
～
4
学
年

ま
で
の
4
年
間
（
6
歳
～
10
歳
）

が
終
わ
る
10
歳
の
時
点
で
、
①
「
基

礎
学
校
」（
5
～
9
学
年
ま
た
は
10

学
年
）
に
と
ど
ま
る
か
、
②
「
実

技
学
校
」（
5
～
10
学
年
）、ま
た
は
、

③
「
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
」（
5
～
14
学

年
の
9
年
制
の
高
等
学
校
）
の
い

ず
れ
に
か
を
選
択
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
上
記
の
う
ち
、「
基
礎
学

校
」
を
選
ん
だ
生
徒
は
、
基
礎
学

校
で
義
務
教
育
終
了
し
、「
実
技
学

校
」
を
選
ん
だ
生
徒
は
、
卒
業
す

る
と
、
全
日
制
職
業
学
校
で
あ
る

「
専
門
上
級
学
校
」
に
進
学
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
、「
ギ
ム

ナ
ジ
ウ
ム
」
を
選
択
し
た
生
徒
は
、

10
学
年
を
終
了
し
た
時
点
で
「
中

等
教
育
終
了
資
格
」
を
得
て
、
さ

ら
に
、
最
終
学
年
ま
で
進
ん
で
卒

業
試
験
を
パ
ス
す
る
と
大
学
入
学

資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ギ
ム

ナ
ジ
ウ
ム
終
了
時
に
は
、
各
人
１

～
６
段
階
に
評
価
さ
れ
、
そ
の
評

価
に
応
じ
て
大
学
お
よ
び
学
部
を

選
ぶ
と
の
こ
と
で
す
。

　

医
師
に
な
る
た
め
に
は
、
ギ
ム

ナ
ジ
ウ
ム
に
進
み
、
優
秀
な
成
績

で
卒
業
し
、
そ
の
後
、
大
学
の
医

学
部
に
進
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い

よ
う
で
す
。
医
学
部
進
学
予
定
者

も
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
卒
業
後
、
1

年
間
は
徴
兵
の
た
め
軍
に
入
隊
す

る
か
、
も
し
く
は
老
人
ホ
ー
ム
等

の
公
共
の
社
会
福
祉
施
設
で
民
間

奉
仕
を
行
う
こ
と
が
、
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
比
率
は
、

4
対
6
ぐ
ら
い
で
民
間
奉
仕
を
選

ぶ
人
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
。
入

隊
を
選
ん
だ
人
は
そ
の
後
も
軍
に

登
録
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
私

と
同
室
の
医
師
は
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ

ム
卒
業
後
、
１
年
間
、
軍
隊
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
、
そ
の
後
大

学
に
進
学
し
医
師
に
な
っ
て
い
ま

す
。
米
国
に
お
け
る2001

年

9.11

の
テ
ロ
の
際
は
、
香
港
に
い

た
そ
う
で
す
が
、
す
ぐ
に
帰
還
し

て
入
隊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
た
そ
う
で
す
。（
彼
は
、
滞
在

し
て
い
た
香
港
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
に
飛
行
機
が

ク
ラ
ッ
シ
ュ
し
た
時
、
第
3
次
世

界
大
戦
が
始
ま
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
旅
先

の
香
港
に
て
得
ら
れ
る
情
報
が
少

な
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
・
・
・
・
余
談
。）

　

大
学
医
学
部
は
日
本
と
同
じ
く

６
年
で
す
。
学
費
は
つ
い
最
近
ま

で
、
無
料
で
あ
り
ま
し
た
が
、
最

近
に
な
っ
て
国
の
財
政
難
の
た
め
、

と
こ
ろ
で
す
。

　

若
い
医
師
と
よ
く
話
を
し
ま
す

が
、
皆
、
読
書
好
き
で
、
物
知
り
で
、

自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
医
師
で
あ
る

こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
医
師
に
な
る
ま
で
に
、
彼

ら
が
ど
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
て

き
た
か
、
聞
い
た
と
こ
ろ
、
以
下

の
よ
う
な
教
育
シ
ス
テ
ム
の
中
で

医
師
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

ド
イ
ツ
の
教
育
制
度
は
10
歳
の

ド
イ
ツ
の
教
育
制
度

医
師
へ
の
道

医
学
部
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

同僚の誘いで、ドクターの給与引き上げを求めるデモに参加。

ヨーロッパ屈指の港湾都市ハンブルクの風景
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生
の
こ
ろ
よ
り
す
で
に
、
分
子
生

物
学
的
手
法
を
含
め
、
い
ろ
い
ろ

な
手
技
を
用
い
て
、
実
験
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
外
科
の
研
究
室
に

は
、
博
士
（D

oktor

）
取
得
の
た

め
の
、
若
い
医
師
や
学
生
が
出
入

り
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
い
え
ば
、

４
年
生
、
５
年
生
の
こ
ろ
よ
り
す

で
に
実
験
を
始
め
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
卒
業
後
のD
oktor

取
得
の
た
め
で
も
あ
り
、
ま
た
、

各
科
の
医
師
が
指
導
教
官
と
し
て

し
っ
か
り
指
導
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
皆
一
生
懸
命
実
験
し
て
い

ま
す
。
ド
イ
ツ
人
の
研
究
の
姿
勢

は
、M
ethod
を
し
っ
か
り
と
確

立
す
る
の
を
当
然
な
が
ら
重
要
視

し
、
時
間
を
か
け
ま
す
。
た
と
え

ば
、
免
疫
染
色
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
試
薬
で

も
、
キ
ッ
ト
の
添
付
文
書
に
あ
る

プ
ロ
ト
コ
ー
ル
ど
お
り
に
”何
滴

垂
ら
す
“
と
い
う
の
は
好
ま
れ
ず
、

何
μl
で
あ
る
か
し
っ
か
り
測
定
し

な
く
て
は
な
ら
ず
、
試
薬
ボ
ト
ル

の
蓋
を
は
ず
し
、
ピ
ペ
ッ
タ
ー
で

し
っ
か
り
測
っ
て
か
ら
試
薬
は
使

用
し
ま
す
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の
実
験

の
試
薬
は
細
か
く
数
字
で
表
現
し
、

M
ethod

に
つ
い
て
、
し
っ
か
り

と
検
討
し
ま
す
。

　

私
は
、
こ
ち
ら
の
胃
癌
を
中
心

に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
2

月
よ
り
、
新
た
な
癌
研
究
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
数
人
の
Dr.
お
よ
び
テ

ク
ニ
シ
ャ
ン
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
2

月
よ
り
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
験
を
留
学
期
間
、
頑
張
っ
て

み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
専
門
医
に
対
す

る
世
間
の
評
価
が
日
本
と
比
べ
て

高
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
の
専
門
医
は
ド
イ
ツ
の
医
師
全

員
が
加
盟
す
る
ド
イ
ツ
医
師
会
議

と
い
う
機
関
が
認
定
し
て
い
ま
す

が
、
専
門
医
は
各
人
、
1
つ
の
科

し
か
標
榜
で
き
ま
せ
ん
。
た
と
え

ば
、
も
し
私
が
消
化
器
外
科
を
標

榜
し
た
ら
、
そ
の
他
の
科
は
標
榜

で
き
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
の
人
に
聞

い
た
と
こ
ろ
で
は
、
専
門
医
が
治

療
し
て
、
う
ま
く
い
か
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
誰
が
診
る
ん
だ
と
い
う

風
潮
が
世
間
に
は
あ
る
そ
う
で
す
。

残
り
の
留
学
生
活
、
癌
の
研
究
等

を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」

　

ド
イ
ツ
と
言
え
ば
、
ビ
ー
ル
や
ワ
イ

ン
に
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン

な
ど
が
有
名
で
す
が
、
先
生
に
よ
る
と

「
世
界
各
国
の
料
理
を
身
近
に
楽
し
む

こ
と
が
で
き
、
ま
た
街
も
安
全
で
美
し

く
、
海
外
旅
行
に
も
お
勧
め
だ
よ
！
」

と
の
こ
と
。

　

今
回
、
先
生
の
手
記
を
通
し
て
、

ド
イ
ツ
人
の
日
常
や
文
化
・
教
育
、

国
民
性
の
一
片
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
楽
し
い
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
と
な

り
ま
し
た
。
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

学
費
は
有
料
に
な
っ
た
そ
う
で
す

が
、
そ
れ
で
も
日
本
の
国
立
大
学

よ
り
ず
っ
と
安
い
よ
う
で
す
。
医

学
部
の
教
育
の
中
で
、
私
が
興
味

深
く
思
っ
た
こ
と
は
、
学
生
は
皆
、

卒
業
前
に
、M

edical Practice

と
称
し
、
３
ヶ
月
間
、
世
界
の
医

療
機
関
の
ど
こ
に
行
っ
て
研
修
を

う
け
て
も
い
い
と
い
っ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
あ
る
こ
と
で
す
。
聞

い
て
み
る
と
、
皆
、
米
国
、
英
国
等
、

英
語
圏
の
病
院
に
行
っ
て
研
修
す

る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

こ
ち
ら
で
は
博
士
号
取
得
後
に

博
士
（D

oktor

）
と
呼
ば
れ
、
学

研究室の前でドイツ人ドクターと。

大学構内は緑豊かです。広大な構内の一角。

日
本
よ
り
高
い
専
門
医
の
評
価
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いりょう相談室
居宅介護支援事業所せんだい
東 三千代さんに聞きました。

前回は要介護認定についてお話しました。今回は主な介護保険サービスについてお話します。

主な介護保険サービス
要介護認定を受けた高齢者や障がい者など、介護を必要とする人が利用できるサービスが、
介護サービスになります。介護サービスは「在宅サービス」・「施設サービス」・「地域密着型
サービス」の大きく3つに分けることができます。

1.在宅サービス
　自宅及び有料系施設で介護が受けられる　 『訪問サービス』・『通所サービス』・『短期入所サービス』

● 訪問サービス
1. 訪問介護（ホームヘルプ）
2. 訪問入浴介護
3. 訪問看護
4. 訪問リハビリテーション
5. 居宅療養管理指導　など

● 通所サービス
1. 通所介護（デイサービス）
2. 通所リハビリテーション（デイケア）など

● 短期入所サービス
短期入所生活介護（ショートステイ）
短期入所療養介護など

● その他（生活する環境を整える）在宅サービス
1. 福祉用具貸与
2. 特定福祉用具販売

2.施設サービス
　介護施設で暮らしながら、日常生活上の介護や生活支援が受けられる
1. 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
2. 介護老人保健施設（老人保健施設）
3. 介護医療院
4. 介護療養型医療施設（2024年3月で廃止予定）　など

3.地域密着型サービス
　住み慣れた環境で安心して暮らせるように、市町村指定の事業者が地域住民に提供するサービス
1. 認知症対応型通所介護
2. 小規模多機能型居宅介護
3. 認知症対応型共同生活介護（グループホーム）など

介護保険について
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新任Dr.

紹 介

趣味 / 特技
音楽

オートバイ

趣味 /特技
バレー
ボール

当院は2023年8月1日に、鹿児島県より紹介受診重点医療機関として公表されました。

紹介受診重点医療機関とは、手術、処置や化学療法等を必要とする外来、放射線治療等の
高額な医療機器・設備を必要とする外来を行う医療機関です。
当院を受診される際は、かかりつけ医の医療機関を受診後、紹介状をご持参ください。
初診時に紹介状が無く来院された場合は、一部負担金（３割負担等）とは別の「選定療養費」
が原則必要となります。
初診・再診時選定療養費は、「初期の治療は地域の医院・診療所などで、高度・専門
医療は病院（200 床以上）で行う」という、医療機関の機能分担の推進を目的として厚生労働
省により制定された制度です。

2024年2月1日より、選定療養費の対象診療科、金額等下記の通り変更となります。

2024年 1月 31日まで 2024年 2月 1日より
種 類 対象診療科 金　額 対象診療科 金　額
初 診 時
選定療養費

内科、消化器内科
外科・消化器外科

1,100円
（税込） 全診療科 7,700円

（税込）
再 診 時
選定療養費 全診療科 3,300円

（税込）

◆初診時選定療養費とは、紹介状を持参せずに初診で受診された場合に原則ご負担いただく
費用のことです。
◆再診時選定療養費とは、治療により状態が落ち着いた
後、当院から他医療機関への紹介を行ったにも拘わら
ず、患者さんが自らの希望で当院を継続受診する場合
に受診の都度、ご負担頂く費用のことです。

厚生労働省資料より
※紹介受診重点医療機関の制度概要については
　右記のＨＰをご覧下さい。

医師3年目の庄と申しま
す。ご迷惑をおかけする
こともありますが何卒
よろしくお願いします。

川内には2度目の勤務
となります。地域医療
に貢献できるように頑
張ります。

庄
しょう

 亮
りょうま

真坂
さかもと

本 浩
こういち

一
外科・消化器外科小児外科

紹介受診重点医療機関について

○厚生労働省ＨＰ○鹿児島県ＨＰ　
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信頼と連携の輪

川内まきのせ泌尿器・腎クリニック
　平成27年5月に開業し、2名の泌尿器専門医で泌尿器疾患、前立腺癌等の診断、治療、慢性腎
不全患者様の透析療法に携わってまいりました。
　また、令和3年4月には腎臓専門医がスタッフに加わり、従来の泌尿器科に加え腎臓内科を開
設し、腎臓疾患の診断、治療も行っております。
　令和5年4月には増築工事も完了し、これを機に診療所名称を変更いたしました。現在40床の
透析ベッドを有し、今後60床まで増設可能となっております。これからも泌尿器、腎臓の専門医
として地域にお住まいの皆様に信頼される医療を提供していくよう努めてまいります。

　当院理事長が、父68歳・母33歳の時の出生かつ未熟児であったという事から“生命”という
ものに非常に関心があり、産婦人科の道を選択、私も共鳴し現在に至っております。
　当院は産科・婦人科・生殖医療の一部を主に診療を行っておりますが、昨今の少子化の時代、
特に妊婦さんの健康管理・元気な赤ちゃんの誕生を念頭に、正常分娩・無痛分娩・帝王切開など
で対応いたしております、また思春期医療を含めさまざまな婦人科疾患の診療も行っております
が、現代の医療は1施設で完遂できるもではなく２次・3次及び他医療施設のご協力、つまり多
職種連携なしには成り立っていきません。これからも地域の女性医療に寄与してまいりたいと考
えております。

川内まきのせ泌尿器・腎クリニック
TEL：0996-24-1177
〒 895-0072　薩摩川内市中郷 4-7
https://www.makinose.or.jp/sendai
■ 診療科目　泌尿器科・腎臓内科
■ 診療受付時間
　【月 ･ 火 ･ 水 ･ 金】〈午前〉8:30 ～ 12:00  〈午後〉13:30 ～ 17:30
　【木・土 】　　　　〈午前〉8:30 ～ 12:00
■ 診療時間
　【月 ･ 火 ･ 水 ･ 金】〈午前〉9:00 ～ 12:30  〈午後〉14:00 ～ 18:00
　【木・土 】　　　　 〈午前〉9:00 ～ 12:30
■ 休 診 日  日曜・祝日

地域医療を支える連携医療機関をご紹介します。

田島産婦人科

田島産婦人科
TEL：0996-22-0311
〒 895-0012　薩摩川内市平佐町 1957-7
https://tajimahospital.com/
■ 診療科目　産科・婦人科・麻酔科
■ 診療時間
　【月・火・水・木・土】 〈午前〉   8：30～12：00
　【金】　　　　　　 〈午前〉   8：30～11：00
　【月・火・水・金】　　〈午後〉14：00～16：20
■ 休 診 日　木・土曜午後、日曜、祝日

院長
田島 政樹 先生

院長
堂滿 洋司 先生
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〒 895-0074 鹿児島県薩摩川内市原田町 2 番 46 号　TEL （0996）23-5221　FAX （0996）23-9797
https://www.saiseikai-sendai.jp 　mail : info@saiseikai-sendai.jp
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ご意見・ご感想を ▶︎
お寄せ下さい

　前立腺癌のロボット支援
下手術を開始しました。
　ロボット支援下手術は、
従来の手術よりも緻密で、
複雑な操作が可能なため、
術後の合併症の軽減や、機
能温存に寄与するとされて
います。
　実際に、前立腺癌の手術
では、術後尿失禁の早期回
復や、従来の腹腔鏡手術で
は難しい患者さまへの治療
が可能となりました。手術
支援ロボットであるダヴィ
ンチサージカルシステム
は、すでに国内で約 500 台
が稼働しています。当院で
もこの度「ダヴィンチ X」
を導入し、前立腺癌の手術
を開始しました。
　鹿児島市外の施設として
は初めての導入となります
が、これにより近隣地域の
患者さまへ、より質の高い
医療の提供を目指します。

Q: ロボット支援下手術は誰でも受けられますか？
 A: お腹の中での手術操作は、従来の腹腔鏡手術と同じです。病状

の進行具合や持病によっては、従来の開腹や腹腔鏡手術をお
勧めすることもありますので、適応については担当医へ直接
ご相談ください。

Q: 前立腺癌のロボット支援下手術の費用は？
 A: 前立腺癌に対するロボット支援下手術は保険適用となってい

ます。従来の腹腔鏡手術と比べ、患者さまの負担額にほぼ差は
ありません。

遠慮なくご相談、またはご紹介ください！

泌尿器科・小児泌尿器科部長

2023年10月より

手術支援ロボット

ロボット手術
スタート ！！

da Vinci 

Q＆A

1. 患者さんの尊厳と権利を常に尊重します。
2. 医療情報の開示と懇切な説明による開かれた医療を実践します。
3. 私たちは常に研鑽し、患者さん本意の、良質で安全な医療を目指します。
4. 公的中核病院として、地域の先生方と協力し、救急医療と高度の専門医療の推進に努めます。
5. 職員の協調と信頼によって、チーム医療の充実に努め、働きがいのある職場を作ります。

私達は、保健・医療・福祉を通じて地域社会に貢献します。理 念

基 本
方 針


